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学
生
企
画
に
よ
る

「
お
お
い
た
学
生
祭
典
」
と
地
域
連
携

　
お
お
い
た
学
生
祭
典
は
、
大
学
コ
ン
ソ
ー
シ
ア
ム
お
お
い
た
加
盟

の
八
つ
の
高
等
教
育
機
関
に
在
籍
す
る
学
生
達
が
自
ら
企
画
・
実
施

す
る
合
同
学
生
祭
典
で
あ
る
。
二
回
目
と
な
る
今
年
は
、
「
絆
～
地
域

と
の
交
流
」
を
テ
ー
マ
に
、
一
〇
月
七
日
、
中
島
記
念
国
際
交
流
財

団
の
助
成
を
受
け
実
施
さ
れ
た
。

を
結
成
し
互
い
に
協
働
し
て
作
り
上
げ
て
い
く
事
業
で
あ
る
。
時
問

も
エ
ネ
ル
ギ
ー
も
工
夫
も
忍
耐
も
要
す
る
一
大
イ
ベ
ン
ト
で
あ
り
、

地
域
交
流
事
業
で
あ
る
と
と
も
に
人
材
育
成
事
業
と
し
て
も
位
置
づ

け
ら
れ
て
い
る
。

　騰　燃獺

懸

灘

灘

鑛

騨
　
闘
　
繭

徽藝

⇔
大
学
コ
ン
ソ
ー
シ
ア
ム
お
お
い
た
と
学
生
祭
典

　
大
分
県
は
、
一
二
二
万
人
の
地
域
に
世
界
八
五
の
国
・
地
域
か
ら

来
た
二
九
〇
〇
人
強
の
留
学
生
が
学
び
暮
ら
す
、
対
人
口
比
で
は
東

京
都
に
次
ぐ
第
二
位
の
留
学
生
大
県
で
あ
る
。
大
学
コ
ン
ソ
ー
シ
ア

ム
お
お
い
た
は
、
こ
の
地
域
的
特
性
を
活
か
し
世
界
に
開
か
れ
た
活

力
あ
る
地
域
づ
く
り
に
貢
献
す
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
、
平
成
一
六

年
九
月
、
本
機
構
の
支
援
の
下
、
学
・
産
・
官
が
主
体
と
な
っ
て
設

置
し
た
特
定
非
営
利
活
動
法
人
で
あ
る
。

　
実
施
事
業
の
中
心
は
留
学
生
支
援
関
連
事
業
で
あ
る
が
、
こ
の
学

生
祭
典
は
、
日
本
人
学
生
と
外
国
人
留
学
生
が
、
学
生
実
行
委
員
会

⇔
学
生
祭
典
に
お
け
る
地
域
連
携
の
試
み

　
昨
年
の
初
回
開
催
で
は
、
学
生
自
身
が
地
理
的
に
も
心
理
的
に
も

距
離
感
の
あ
る
大
学
を
乗
り
超
え
よ
う
と
「
学
生
力
結
集
」
を
目
標

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
に
し
て
実
施
さ
れ

写真1　パフォーマンス第二会場　屋外仮設ステ

　　　ージ

た
。
今
年
、
新
た

な
顔
ぶ
れ
と
な
つ

た
実
行
委
員
メ
ン

バ
ー
は
、
昨
年
の

成
果
を
踏
ま
え
、

冒
頭
に
紹
介
し
た

テ
ー
マ
が
示
す
よ

う
に
、
「
地
域
と

の
連
携
」
を
模
索

し
て
企
画
し
た

（
写
真
ー
）
。

　
ま
ず
、
学
生
祭

典
開
催
の
日
と
場
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所
は
、
県
都
大
分
市
が
国
際
化
推
進
五
力
年
計
画
に
基
づ
き
今
年
か

ら
実
施
す
る
「
お
お
い
た
国
際
協
力
啓
発
週
問
冒
8
0
2
の
オ
ー
プ

と
ン
グ
イ
ベ
ン
ト
と
同
じ
と
し
、
市
の
文
化
ス
ポ
ー
ツ
交
流
施
設

「
コ
ン
パ
ル
ホ
ー
ル
」
の
三
か
所
で
実
施
し
た
。
ま
た
、
市
が
他
会
場

で
実
施
し
て
い
る
生
活
文
化
展
と
連
携
し
た
ス
タ
ン
プ
ラ
リ
ー
や
抽

選
会
で
、
人
の
流
れ
を
回
遊
さ
せ
賑
わ
い
を
増
す
企
画
も
行
っ
た
。

　
ま
た
、
学
生
祭
で
は
お
馴
染
み
メ
ニ
ュ
ー
と
な
る
「
ス
テ
ー
ジ
パ

フ
ォ
ー
マ
ン
ス
」
と
「
屋
台
」
で
あ
る
が
、
こ
こ
に
も
地
域
連
携
が

灘撚襲

　酬滞

地域ニュース

写真2　留学生から少林寺を習っている地元少年の
　　　演舞

見
ら
れ
た
。

　
ス
テ
ー
ジ
パ

フ
オ
ー
マ
ン
ス

で
は
、
留
学
生

が
地
域
で
教
え

て
い
る
子
ど
も

た
ち
に
よ
っ
て

演
舞
も
披
露
さ

れ
た
（
写
真
2
）
。

　
ま
た
、
大
分

市
主
催
の
国
際

協
力
啓
発
週
問

オ
ー
プ
ニ
ン
グ

イ
ベ
ン
ト
の
文

化
ホ
ー
ル
舞
台
に
は
、
ベ
ト
ナ
ム
民
族
舞
踊
と
嵩
山
少
林
寺
拳
演
舞

の
留
学
生
が
友
情
出
演
し
た
。
さ
ら
に
、
畳
敷
き
の
集
会
所
で
は
一

転
、
和
風
で
、
茶
道
部
に
よ
る
お
点
前
披
露
、
邦
楽
、
落
語
が
催
さ

れ
た
。

　
屋
台
で
は
J
A
大
分
中
央
会
と
共
同
し
て
大
分
郷
土
料
理
「
だ
ん

ご
汁
」
が
出
店
し
た
。
ま
た
、
ゴ
ミ
分
別
セ
ン
タ
ー
を
設
置
し
、
容

器
や
食
べ
残
し
の
分
別
指
導
に
も
力
を
入
れ
、
大
分
県
ご
み
ゼ
ロ
お

お
い
た
推
進
室
と
N
P
O
等
で
構
成
さ
れ
る
「
イ
ベ
ン
ト
ゴ
ミ
減
量

研
究
会
」
と
共
同
で
、
ゴ
ミ
の
分
別
状
況
を
調
査
し
た
。
な
お
、
屋

台
に
は
、
留
学
生
が
多
い
と
い
う
地
域
特
性
を
活
か
し
て
チ
ヂ
ミ
、

茶
卵
、
揚
げ
バ
ナ
ナ
、
チ
リ
コ
ン
カ
ー
ン
、
イ
ン
ド
カ
レ
ー
、
ブ
ラ

ウ
ニ
ー
と
い
っ
た
国
際
メ
ニ
ュ
ー
が
出
店
し
た
の
は
言
う
ま
で
も
な

い
。

棄ラ

後
の
課
題

　
学
生
祭
典
は
、
企
画
準
備
し
て
き
た
学
生
を
含
め
当
日
運
営
ス
タ

ッ
フ
学
生
七
四
人
、
ス
テ
ー
ジ
出
演
学
生
一
七
団
体
一
二
三
人
、
来

場
者
も
約
一
五
〇
〇
人
と
、
昨
年
に
引
き
続
き
大
盛
会
で
あ
っ
た
。

同
時
に
、
学
生
実
行
委
員
の
活
動
継
続
、
日
本
人
学
生
と
留
学
生
の

充
分
な
協
働
と
い
っ
た
点
は
、
今
回
も
ま
た
課
題
と
し
て
挙
げ
ら
れ

る
。
し
か
し
、
達
成
感
あ
ふ
れ
た
学
生
達
の
顔
を
見
て
い
る
と
、
今

後
、
回
を
重
ね
る
に
つ
れ
解
消
さ
れ
る
も
の
と
期
待
し
て
い
る
。
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